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１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】
　2018年12月27日に提出いたしました第25期（自　2017年10月１日　至　2018年９月30日）有価証券報告書の記載事項

の一部に訂正すべき事項がありましたので、2020年３月16日に有価証券報告書の訂正報告書を提出いたしましたが、再

度、記載事項に誤りがありましたので、これを訂正するため有価証券報告書の訂正報告書を提出するものであります。

 

２【訂正事項】
第一部　企業情報

第２　事業の状況

２　事業等のリスク

 

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿＿＿を付して表示しております。

 

第２【事業の状況】

２【事業等のリスク】

１．当社事業に関するリスクについて

(8）顧客のシステム投資計画について

　　（訂正前）

　当社の主たる顧客は外食産業であり、同産業の季節要因等によるシステム投資計画によって当社のシステム導

入スケジュールが左右される傾向にあります。その結果、売上高に影響を及ぼし、固定費が先行することによっ

て利益に影響を与える可能性があります。

 過去２事業年度の上期及び下期の実績は以下のとおりであります。

 
上期 下期 合計

金額（千円） 構成比（％） 金額（千円） 構成比（％） 金額（千円）

前事業年度 売上高 1,049,659 50.3 1,037,456 49.7 2,087,116

 経常利益 29,522 98.7 381 1.3 29,903

当事業年度 売上高 931,416 48.5 990,044 51.5 1,921,461

 経常利益 13,697 39.1 21,315 60.9 35,012

 

　　（訂正後）

　当社の主たる顧客は外食産業であり、同産業の季節要因等によるシステム投資計画によって当社のシステム導

入スケジュールが左右される傾向にあります。その結果、売上高に影響を及ぼし、固定費が先行することによっ

て利益に影響を与える可能性があります。

 過去２事業年度の上期及び下期の実績は以下のとおりであります。

 
上期 下期 合計

金額（千円） 構成比（％） 金額（千円） 構成比（％） 金額（千円）

前事業年度 売上高 1,049,659 50.3 1,037,456 49.7 2,087,116

 経常利益 29,515 98.7 387 1.3 29,903

当事業年度 売上高 931,416 48.5 990,044 51.5 1,921,461

 経常利益 13,697 39.1 21,315 60.9 35,012
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